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lま

じ

め

松
阪
三
珍
花
と
は
、
松
阪
が
発
祥
の
地
で
あ
る
「
松
阪
撫
子
・
松
阪
花
菖
蒲
・
松
阪
菊
」
を
松
阪
三
珍
花

H

(
別
名
「
伊
勢
撫
子
・
伊
勢
花
菖
蒲
・
伊
勢
菊
」
を
伊
勢
三
珍
花
)
と
言
い
、
徳
川
時
代
か
ら
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
松
阪
の
銘
花
で
す
。

、

こ
の
度
、
松
阪
三
珍
花
の
由
来
と
保
存
育
成
の
経
過
を
、
公
民
館
講
座
の
講
師
と
し
て
お
願
い
し
ま
し
た
、

松
阪
三
珍
花
の
研
究
家
で
、
元
中
学
校
長
・
岡
村
金
蔵
先
生
、
元
三
重
大
学
教
授
・
富
野
耕
治
先
生
、
元
大
阪

府
立
園
芸
高
等
学
校
長
・
池
部
和
夫
先
生
、
元
明
野
高
校
教
諭
・
篠
田
晴
二
郎
先
生
、
初
代
会
長
・
石
田
小
壱

先
生
方
の
資
料
を
基
に
、
自
分
な
り
に
保
存
育
成
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
こ
こ
に
資
料
と
し
て
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

た
だ
、
何
分
に
も
古
い
時
代
の
種
々
の
記
録
か
ら
の
集
大
成
で
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
完
壁
な
も
の
と
は
申

せ
ま
せ
ん
。
中
に
は
事
実
と
相
違
し
た
部
分
も
あ
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
事
を
、
前
以
て
お
断
り
致
し
て
お
き
ま

す
。さ

ら
に
「
松
阪
三
珍
花
保
存
会
」
も
二
十
数
年
を
経
過
し
ま
し
て
、
会
員
も
新
し
い
方
々
が
多
く
な
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
「
保
存
会
の
あ
ゆ
み
」
も
一
緒
に
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
七
年
一
月

か
川
閉
店
臥
コ
一
跡
的
'
サ
佑
加
味
ム
仔
ム

-
A

顧
木
林
任司

智

子
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松
阪
撫
子
に
つ
い
て

-
松
阪
撫
子
の
由
来

松
阪
撫
子
が
初
め
て
作
出
さ
れ
た
の
は

一
八
三
O
年
(
天
保
一
年
)
頃
、
松
阪
の
殿
町
に
住
ん
で
い
た
紀
州
藩
士
、

継
松
栄
治
氏
(
一
八
O
三
年
i

一
八
六
六
年
)
が
、
河
原
撫
子
の
可
憐
な
花
に

魅
せ
ら
れ
て
、
多
年
栽
培
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
気
候
風
土
に
よ
る
も
の
か
文
は

天
然
異
変
に
よ
っ
て
か
、
偶
然
に
も
そ
の
中
に
花
弁
の
深
く
切
れ
て
縮
れ
て
長

く
垂
れ
下
が
っ
た
も
の
を
発
見
し
、
之
を
育
成
改
良
の
結
果
、
現
在
の
品
種
を

作
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
又
一
説
に
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
石

竹
(
唐
撫
子
)
が
氏
に
よ
り
改
良
さ
れ
た
と
の
説
も
あ
り
、
何
れ
に
し
て
も
比

類
無
き
珍
品
が
現
在
に
至
る
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
の
幸
せ
で

あ
り
ま
す
。

第
百
十
九
代
光
格
天
皇
は
、
こ
の
松
阪
撫
子
を
非
常
に
愛
好
さ
れ
、
菊
柄
の

御
紋
を
焼
き
付
け
た
丹
波
焼
き
と
、
鶴
の
模
様
を
置
い
た
大
和
の
赤
焼
の
鉢
を

わ
ざ
わ
ざ
造
ら
せ
て
お
植
え
に
な
り
、
御
観
賞
遊
ば
さ
れ
た
と
の
由
緒
あ
る
花

で
、
後
に
京
都
の
宝
鏡
寺
に
御
下
賜
に
な
り
、
現
在
も
御
所
撫
子
の
呼
び
名
で

愛
凶
宿
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

-
松
阪
撫
子
保
存
育
成
の
経
過

そ
の
後
、
継
松
栄
治
氏
か
ら
継
松
静
氏
・
野
口
才
吉
氏
ら
の
手
を
経
て
、
長

林
堅
三
郎
氏
及
、
ひ
、
中
瀬
常
吉
氏
な
ど
に
伝
え
ら
れ
、
特
に
第
三
代
目
迄
は
門

外
不
出
と
し
て
守
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

一
方
明
治
の
中
頃
よ
り
、
津
市
の
百
華
園
主
清
水
次
郎
氏
、
松
阪
新
町
の
種

徳
種
苗
店
な
ど
に
よ
っ
て
諸
方
面
に
取
次
ぎ
販
売
が
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、 基

尽
上
野
の
堂
本
氏
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
も
輸
出
販
売
さ
れ
て
い
た
事
実
も

あ
り
ま
し
た
。

一
九
一
九
年
(
大
正
八
年
)
に
宝
鏡
寺
に
て
培
養
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
京

都
の
薮
重
雄
氏
が
譲
り
受
け
て
、
三
、
四
年
実
生
を
繰
返
し
努
力
さ
れ
た
結
果
、

大
正
十
四
年
に
は
、
色
彩
も
白
、
赤
、
桃
、
絞
り
等
い
ず
れ
も
良
く
、
花
弁
も

次
第
に
伸
び
て
一
尺
以
上
の
長
い
の
も
多
く
栽
培
さ
れ
、
昭
和
二
年
頃
に
は
管

弁
の
も
の
や
、
香
気
の
強
い
も
の
な
ど
が
出
来
た
と
の
事
で
す
。

一
九
二
八
年
(
昭
和
三
年
}
、
新
座
町
の
長
林
堅
三
郎
氏
に
嗣
子
が
無
く
、

立
野
町
の
岡
村
金
蔵
氏
が
、
松
阪
撫
子
を
花
菖
蒲
や
菊
も
併
せ
て
三
珍
花
を
長

く
保
存
し
て
欲
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
て
譲
り
受
け
、
そ
の
他
松
阪
の
栽
培
愛

好
者
服
部
栄
次
郎
氏
、
富
野
耕
治
氏
な
ど
に
も
逐
次
分
譲
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

一
九
五
二
年
(
昭
和
二
十
七
年
)
に
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
伊
勢
花
菖
蒲

・
伊
勢
菊
と
共
に
伊
勢
撫
子
(
松
阪
撫
子
)
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

一
九
七
O
年
(
昭
和
四
十
五
年
)
に
松
阪
市
立
公
民
館
に
於
い
て
、
松
阪
三

珍
花
講
座
を
開
設
、
翌
年
一
月
に
「
松
阪
三
珍
花
の
会
」
が
発
足
し
、
岡
村
金

蔵
氏
、
富
野
耕
治
氏
か
ら
松
阪
撫
子
の
苗
を
譲
り
受
け
る
と
共
に
御
指
導
を
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
現
在
で
は
会
員
三
十
名
が
、
毎
年
優
秀

な
品
種
を
選
別
し
て
慎
重
に
播
種
を
繰
返
し
て
努
力
し
た
結
果
、
花
色
、
も
白
、

桃
、
朱
、
藤
、
紅
藤
、
赤
、
紅
、
ぼ
か
し
ゃ
刷
毛
目
の
入
っ
た
も
の
な
ど
多
種

類
に
及
び
、
花
弁
も
縮
れ
て
長
い
も
の
は
十
五
糎
か
ら
二
十
糎
も
垂
れ
下
が
る

も
の
が
あ
り
、
優
秀
な
品
種
を
確
保
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
鉢
も
丹
波
焼
・
常

滑
焼
の
五
寸
鉢
を
使
用
し
て
毎
年
五
月
下
旬
に
は
松
阪
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

前
広
場
に
て
百
三
十
鉢
程
の
展
示
会
を
開
催
し
て
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
四
年
(
昭
和
五
十
九
年
}
、
東
海
農
政
局
農
政
部
構
造
改
善
課
長
・

吉
村
喜
久
三
氏
(
伊
勢
撫
子
研
究
家
)
が
松
阪
を
視
察
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
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一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十
一
年
)
、
岡
山
県
立
農
業
試
験
場
勤
務
の
日
原
誠

介
氏
よ
り
、
育
種
研
究
の
材
料
と
し
て
種
子
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
(
平
成
六
年
)
、
加
茂
花
菖
蒲
園
研
究
員
・
一
江
畳
一
氏
が
来

松
さ
れ
、
松
阪
撫
子
展
を
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。
加
茂
花
菖
蒲
園
で
は
数
年
前
か

ら
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
研
究
-
伊
勢
撫
子
に
つ
い
て
は
コ
ル
ヒ
チ
ン
処
理

に
よ
り
倍
数
体
化
し
、
四
倍
体
系
の
新
し
い
品
種
群
を
育
成
し
、
平
成
五
年
に

栄
養
繁
殖
系
の
名
称
付
き
品
種
を
通
信
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
品
種
の
特
徴

は
葉
が
や
や
幅
広
く
厚
み
が
あ
り
、
茎
が
太
く
剛
直
で
花
も
大
柄
で
作
り
や
す

い
と
の
事
で
す
が
、
優
美
を
誇
る
古
典
植
物
と
し
て
は
知
何
な
も
の
か
・.
.
 

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

-
松
阪
撫
子
の
特
徴

て
草
立
ち
柔
軟
で
、
茎
が
細
く
、
葉
は
黄
緑
色
で
細
長
い
。

二
、
花
弁
は
一
重
の
五
1

六
弁
で
、
肩
張
ら
ず
、
賓
長
く
柔
ら
か
く
、
縮
れ

て
垂
れ
下
が
る
。
長
い
も
の
は
十
五S
二
十
糎
。

三
、
色
彩
は
す
べ
て
単
色
を
貴
び
、
花
弁
の
基
部
に
蛇
の
目
が
無
い
。

四
、
花
色
は
、
白
、
桃
、
朱
、
藤
、
紅
、
赤
な
ど
。

玉
、
花
弁
は
絹
糸
が
絡
ん
だ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
自
力
で
は
開
花
し

に
く
い
。
咲
き
か
け
の
時
に
、
つ
ま
楊
枝
な
ど
で
一
本
ず
つ
丁
寧
に
ほ

ぐ
し
て
や
る
。

現
在
で
は
、
播
種
に
よ
る
栽
培
を
繰
返
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
固
定
し
た
品

種
の
保
存
は
難
し
い
の
で
す
が
、

次
に
参
考
ま
で
に
、
岡
村
氏
、
富
野
氏
の
記
録
に
残
る
品
種
の
中
か
ら
代
表

的
な
も
の
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

初虹の神春日曙初春桜小威偲白 Z滝引H 天新五本苅友髪白 種名品
春跡風野 霞霞 月雲 地

ii i i:: ピ 222;22 花

色
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松
阪
花
菖
蒲
に
つ
い
て

-
松
医
化
菖
蒲
の
由
来

松
阪
花
菖
蒲
が
初
め
て
作
出
さ
れ
た
の
は
、

一
七
七
六
年
か
ら
一
八
五
九
年
(
安
永
五
年i
安
政
六
年
)
の
問
、
松
阪
の
殿

町
に
住
ん
で
い
た
徳
川
紀
州
藩
士
、
吉
井
定
五
郎
氏
に
依
っ
て
で
あ
り
ま
す
。

野
生
の
花
菖
蒲
か
ら
直
接
栽
培
改
良
さ
れ
た
も
の
か
、
或
は
栽
培
化
さ
れ
て

い
た
花
菖
蒲
を
基
に
改
良
さ
れ
た
も
の
か
は
現
在
知
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
が
、

伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
吉
井
氏
が
最
初
に
作
出
さ
れ
た
花
は
「
伊
勢

の
浦
」
と
呼
び
、
銘
花
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
正
末
期
ま
で
は
残
っ
て

い
た
と
の
事
で
す
が
、
す
で
に
絶
え
て
現
在
で
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
永
年
苦
心
培
養
の
結
果
、
百
余
種
の
品
種
を
作
出
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
肝
心
の
花
菖
蒲
に
関
す
る
資
料
が
殆
ど
無
く
、
現
在
で
は
詳
し

く
調
べ
る
す
べ
も
な
く
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

-
松
阪
花
菖
藩
慌
存
育
成
の
経
過

一
八
五
九
年
(
安
政
六
年
)
、
吉
井
氏
八
十
三
才
に
て
残
せ
ら
れ
、
そ
の
後

は
嗣
子
の
吉
井
吉
之
亙
氏
が
亡
父
の
遺
志
を
つ
い
で
品
種
改
良
に
努
め
、
多
く

の
品
種
を
作
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
殿
町
の
野
口
才
吉
氏
、
新
座
町
の
長
林
堅
三
郎
氏
な
ど
に
分
譲
し
、

い
ず
れ
も
門
外
不
出
と
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
晩
年
か
ら

死
後
に
も
、
家
族
に
栽
培
の
意
志
が
無
く
、
松
阪
近
在
の
愛
好
者
た
ち
の
も
と

で
保
護
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

一
九
O
七
年
(
明
治
四
十
年
)
に
、
「
改
正
伊
勢
玉
蝉
花
名
鑑
」
と
し
て
、

松
阪
の
長
林
堅
三
郎
、
津
市
の
贋
田
稲
雄
、
同
竹
島
定
吉
ら
三
氏
の
手
に
ょ
っ

て
、
百
五
十
五
種
(
本
年
新
花
二
十
種
含
む
)
の
品
名
を
記
載
さ
れ
た
古
書
類

が
、
近
年
型
内
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
、
松
阪
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
収
納
さ

れ
ま
し
た
。

一
九
一
O
年
(
明
治
四
十
三
年
)
、
野
口
才
吉
氏
死
去
に
よ
り
、
氏
所
有
の

も
の
は
幸
い
そ
の
親
戚
に
当
る
久
保
町
の
乾
達
二
氏
が
花
菖
蒲
愛
好
家
だ
っ
た

の
で
、
花
菖
蒲
の
古
文
書
と
と
も
に
全
部
引
き
継
い
で
愛
育
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

他
に
も
服
部
栄
次
郎
氏
、
津
の
井
関
謙
次
郎
氏
、
吉
川
万
吉
氏
な
ど
が
松
阪
系

の
改
良
、
栽
培
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
九
二
二
年
(
大
正
十
一
年
)
、
乾
氏
死
去
に
よ
り
、
遺
品
と
し
て
夫
人
よ

り
青
木
清
次
郎
氏
が
、
全
部
引
き
継
い
で
保
存
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

昭
和
の
戦
中
・
戦
後
の
米
の
作
付
け
統
制
、
供
出
制
度
な
ど
で
、
食
糧
事
情

の
厳
し
い
中
を
、
ひ
た
す
ら
品
種
保
存
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
た
青
木
清
次
郎
氏

の
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
長
い
間
品
種
不
明
の
ま
ま
で

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
乾
氏
の
古
文
書
に
花
菖
蒲
の
古
花
銘
が

記
載
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
青
木
氏
が
そ
れ
と
対
照
し
て
品
種
を
決
定
し
、

現
在
の
名
称
「
松
阪
司
」
「
伊
勢
の
誉
」
な
ど
と
、
数
十
種
に
名
付
け
ら
れ
た

と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
古
文
書
も
今
は
無
く
な
っ
て

い
ま
す
。

一
九
二
八
年
(
昭
和
三
年
)
長
林
氏
は
、
立
野
町
の
岡
村
金
蔵
氏
に
「
狩
衣

・
大
和
衣
・
村
雨
」
な
ど
十
一
種
を
、
松
阪
撫
子
・
松
阪
菊
の
苗
と
共
に
、
こ

の
松
阪
三
珍
花
を
永
く
保
存
し
て
欲
し
い
旨
を
依
頼
し
て
譲
り
渡
し
ま
し
た
。

そ
し
て
長
林
氏
は
昭
和
十
二
年
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
四
一
年
(
昭
和
十
六
年
)
、
津
の
吉
川
万
吉
氏
(
井
関
謙
次
郎
氏
の
甥
)

の
栽
培
品
種
、
百
余
種
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
五
二
年
(
昭
和
二
十
七
年
)
、
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
伊
勢
花
菖
蒲
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を
天
然
記
念
物
に
指
定
し
、
更
に
昭
和
四
十
五
年
に
は
花
菖
蒲
を
県
花
に
決
定

し
ま
し
た
。
県
民
の
象
徴
花
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
の
古
い
伝
統
に
基
づ

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
九
七
O
年
(
昭
和
四
十
五
年
)
、
松
阪
市
は
青
木
氏
宅
の
松
阪
花
菖
蒲
を

市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
煩
徳
碑
を
建
立
し
、
松
阪
市
長
・
吉
田
逸
郎
の

名
で
碑
文
に
そ
の
功
績
を
讃
え
て
い
ま
す
。

同
年
、
松
阪
市
立
公
民
館
に
於
い
て
、
松
阪
三
珍
花
講
座
を
開
設
、
花
菖
蒲

の
講
師
に
岡
村
金
蔵
氏
、
青
木
清
次
郎
氏
を
依
頼
し
ま
し
た
。

一
九
七
一
年
(
昭
和
四
十
六
年
)
一
月
、
松
阪
三
珍
花
の
会
が
発
足
し
、
初

代
会
長
に
石
田
小
壱
氏
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
し
て
石
田
会
長
が
青
木
氏
か
ら

松
阪
花
菖
蒲
の
保
存
依
頼
も
兼
ね
て
二
十
数
品
種
を
譲
り
受
け
ま
し
た
。

一
九
七
二
年
(
昭
和
四
十
七
年
)
三
月
九
日
、
青
木
氏
死
去
に
よ
り
、
そ
の

後
嗣
子
の
青
木
良
平
氏
が
遺
志
を
継
い
で
現
在
立
派
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
甥
の
石
津
町
の
中
尾
利
男
氏
と
新
町
の
森
貞
二
氏
宅
に
も
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

一
九
八
八
年
(
昭
和
六
十
三
年
)
に
は
、
石
田
会
長
が
昭
和
五
十
六
年
に
引

退
さ
れ
た
時
引
き
継
い
だ
の
に
加
え
、
青
木
良
平
氏
、
森
貞
二
氏
、
大
阪
の
山

口
武
氏
、
三
重
花
菖
蒲
会
員
の
方
な
ど
か
ら
も
譲
り
受
け
、
又
新
花
は
深
長
町

の
深
見
昇
氏
か
ら
数
十
種
譲
り
受
け
、
現
在
保
存
会
と
し
て
は
、
古
花
五
十
種

余
、
新
花
百
種
程
と
な
り
、
会
員
が
保
存
育
成
に
励
み
、
毎
年
六
月
中
旬
に
松

阪
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
て
百
鉢
程
の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
八
年
(
昭
和
六
十
三
年
)
、
宮
崎
大
学
農
業
学
部
育
種
研
究
室
・
薮

谷
勤
教
授
か
ら
、
松
阪
花
菖
蒲
の
異
数
体
研
究
の
た
め
に
株
の
依
頼
が
あ
り
、

古
花
十
七
品
種
を
分
譲
し
ま
し
た
。

一
九
九
三
年
(
草
成
五
年
)
、
神
奈
川
県
三
池
園
芸
研
究
所
の
所
長
・
三
池

延
和
氏
が
、
日
本
花
菖
蒲
協
会
の
資
料
作
り
の
た
め
、
写
亘
撮
影
に
松
阪
へ
来

訪
、
展
示
会
な
ど
を
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。

-
松
阪
花
菖
蒲
の
特
徴

て
花
は
三
英
咲
き
で
、
花
弁
は
縮
緬
地
の
薄
弁
で
大
き
く
発
達
し
、
互
い

に
相
重
な
っ
て
良
く
垂
れ
る
も
の
を
優
品
と
す
る
。

二
、
内
弁
は
立
ち
鉾
と
な
り
、
変
化
を
添
え
る
。

三
、
花
芯
の
先
端
は
鶏
冠
状
の
小
片
と
な
り
、
縁
の
辺
深
く
切
れ
込
む
も
の

が
多
く
、
端
正
な
る
花
姿
に
優
艶
な
趣
を
添
え
る
。

四
、
花
茎
は
太
く
短
く
て
分
岐
せ
ず
、
葉
と
は
殆
ど
同
じ
高
さ
に
伸
び
、
開

花
期
に
お
け
る
花
と
葉
の
調
和
が
良
く
と
れ
て
い
る
。

玉
、
葉
は
厚
く
広
巾
で
剣
状
に
直
立
し
、
葉
面
に
数
条
の
縦
筋
が
あ
る
。

六
、
花
色
は
全
般
的
に
純
粋
で
明
る
い
も
の
が
多
く
、
開
花
後
、
時
間
の
経

過
と
共
に
、
花
型
・
色
彩
に
変
化
を
来
た
す
。

七
、
普
通
は
染
色
体
が
M
で
あ
る
が
、
本
種
は
却
と
い
う
異
数
体
の
品
種
が

多
く
、
そ
の
た
め
結
実
し
難
い
も
の
も
あ
る
。

八
、
全
体
的
に
や
や
弱
く
繁
殖
力
が
乏
し
い
。
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松
阪
花
菖
蒲
の
名
称
に
つ
い
て

松
阪
花
菖
蒲
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
色
々
の
意
見
が
出
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、

容
易
に
結
論
を
見
出
せ
ず
迷
っ
て
来
ま
し
た
。

富
野
氏
の
説
は
H

伊
勢
花
菖
蒲
に
は
、
染
色
体
が
異
数
体
の
も
の
と
異
数
体

で
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
じ
伊
勢
系
の
品

種
で
あ
っ
て
、
松
阪
花
菖
蒲
と
区
別
す
る
必
要
が
無
い
。

青
木
氏
の
説
は
H

伊
勢
花
菖
蒲
と
松
阪
花
菖
蒲
は
根
本
的
に
品
種
が
異
な
り
、



染
色
体
が
異
数
体
の
も
の
だ
け
が
松
阪
花
菖
蒲
で
あ
る
。

岡
村
氏
の
説
は
U

伊
勢
の
国
・
松
阪
が
発
祥
の
花
で
あ
る
か
ら
、
松
阪
三
珍

花
、
松
阪
花
菖
蒲
、
或
は
伊
勢
三
珍
花
、
伊
勢
花
菖
滞
と

も
言
わ
れ
て
来
た
。

池
部
氏
の
説
は
日
い
ず
れ
に
し
て
も
「
松
阪
花
菖
蒲
」
の
事
を
「
松
阪
菖
蒲
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
必
ず
花
を
付
け
て

「
松
阪
花
菖
蒲
」
と
呼
ん
で
欲
し
い
。

松
阪
市
と
し
て
は
H

伊
勢
花
菖
蒲
が
、
既
に
三
重
県
特
別
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
単
に
染
色
体
が
異
数
体
で
あ
る
と

い
う
事
だ
け
で
は
、
松
阪
花
菖
蒲
を
市
の
天
然
記
念
物
に

指
定
す
る
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
り
、
伊
勢
系
の
中
の
一

変
種
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
学
術
的
見
地
か
ら
の

指
摘
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
保
存
に
尽
力
さ
れ
た
青

木
氏
の
熱
意
を
認
め
、
ま
た
品
種
の
絶
滅
を
恐
れ
て
、
指

定
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
か
ら
「
三
珍
花
保
存
会
」
と
し
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
を
取
る
べ

き
か
と
随
分
迷
い
ま
し
た
が
、
ど
れ
が
正
し
い
の
か
と
い
う
結
論
は
出
な
い
と

思
い
ま
す
。
ど
れ
を
取
っ
て
み
て
も
間
違
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
結

局
三
珍
花
と
の
出
会
い
が
岡
村
氏
の
お
か
げ
で
す
の
で
、
岡
村
氏
の
説
を
取
っ

て
「
松
阪
三
珍
花
」
の
名
称
は
勿
論
、
花
菖
蒲
に
し
て
も
「
松
阪
花
菖
蒲
」
別

名
「
伊
勢
花
菖
荷
」
を
取
っ
た
の
で
す
。
松
阪
市
に
と
っ
て
も
結
果
的
に
は
こ

れ
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岡村先生・中井先生と青木花菖蒲園にて
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-
松
阪
花
菖
蒲
鉢
作
り
の
要
領

花
菖
蒲
の
葉
に
は

三
、
三
本
植
の
場
合

( A) 

表
の
面
に
一
本

J一
の
中
筋
が

裏
の
面
に
二
本
」

表d，
a可

裏

植
付
の
時
期
(
毎
年
行
う
)

仮
植
・
・
・
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
ま
で

定
植
・
・
・
九
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
ま
で

鉢
の
植
込
み
に
付
い
て

一、

一
本
植
の
場
合

仮
植φ 

二
、
二
本
植
の
場
合

(三号ポット)

ぺYT\
U人レ

+ 
(五号鉢)

+ 

仮
植

(三号ポット)

+ 
(七号鉢)

四
、
三
本
植
の
場
合

(B) 

定
植

(五号ポット)

、
、

-
d

，
，

、
、
.
E
'

\
一

J
/

鉢

一hu
布
レ
一
l
l

よ
l
v

号

/
一

-
L
、

/
一

1
\

七

a

，
，
，f
-
i

‘
、
、
ー
，
，
.
‘
、

五
、
直
接
本
植
の
場
合

(七号鉢)

( A) 

本
植

(七号鉢)

定
植

-8 ー

( B) 

本
植

(七号鉢)
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細地 ヵ= マコ てつ あれ あれ
か る 垂く 吹 よ の 入 た いと りが りが
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、

カ2 かと 県糠走に 漢様走に
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め て で く て よた
る や作り で 色 お 柔ら 地 も う姿 咲き厚弁 咲厚
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い垂 が緬
じ 種品 厚な 咲

カミ 垂 れ じ 大 感れ 楽地
カ3 し、

貴重あり 霊れ る の き じる しで
出 色 感 く

。

美 く
。。

いよ し、よ

て の じ 夏向 し 垂 。く 。く

b 、 花 で し、 れ 垂 垂
て よ な 花 き 花 る れ れ
可 く 存 で

。

る る
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松
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品
種
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て

昭
和
六
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現
在

机
似
店
臥
三
勝
+
伯
加
味
+
仔
ム
五
時
間
中
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桂 白 紫 羽 乙 不 紫 旭 残 紅 京 朝包 瑞 御 御
代 代

式 衣 失日 雲 孔 舞 の の の
春 春

男 鶴 普日 舞 女 火 ぷロ」、 丸 月 雀 子 里 兆 B A 

車電 さ雪 濃 よ紫色れ薄れやh也垂F、紅色藤で 紫胤色 赤 雪 紫紅 か白 純桃 じ白 薄、わ自

色白 かき色白 し、 る。 紅色 紫色 白 同じ1入こ5 紅地に
。地 藤 し地

紫色 色 色 色
藍 胤地 b、に

で けで つ井質柔ら で で の の で

柔ら で 基
. 弁やや薄 よ 大輪 か ビ 。紫 と 筋 に

狂 部が く すか ロ との て カ3 少
か b 、 重 で て砂 美も 入 し
み 咲 やや濃 な

、

}こ ド り 濃 紅
の あ弁先 き るく 淡く つ 弁丸と 薄 地 し 全 b 、 の
あ と て 紅カミ で く 体 筋が 糸

咲喜

り
な ね b 、 u 、 大

弁丸 少
覆

楽し薄い る じ
。

感 き な か あ 薄 入 輪
。

れ 角張 じ 垂く 互り か 売を
し

藍く る で

花い水色 た で り
で 白 。

警 lで すり ずら 群生 れ u 、
、 互 フ抜け白E の カE お

作り カま る }こ ひ
、 、 斑 か と

カλ る に す
。

よ だ
カミ

台、 な た

やす iJ 、 事 乙 る 重なく 多く
よ

で
入

る し る
る あも 女

。 く 中 り 。

b 、 佳
b 、

。

の 葉カ2 よ 重
J�:..' 憐可な 弁厚 感 人

。

花 る よ -0 く な じ の
の

。

つ 少 て 垂
ぜっ

く の 震垂 ひ に し 大き れ て 本 感 ど 花
れ Tミ つ 黄味 る 大き の

じ dつ

lま 多く つ 垂く
。

筋青が
の し 偲ぶ

少な ま 帯びを
く す り

互 し れ 垂 る
し

し、 b 、 垂く る
れ カλ 花 た ふ

カミ て
。 る

す 感 さ。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
H 色純白 H 雪白 濃 紫色赤紫赤の 11 薄紅色 藤

H 胤紫色 H 紫色赤 色自地白 議子￠軸麓聖紫 地白地白 l 

11 v¥ 
11 紅色

色 紫色 tこ 色

薄紅が 白

筋が
霊

iJ、 b 、

か 入 自 筋 震る る の

" H 11 11 11 H fI 11 H 11 H fI fI H 11 

咲中き 咲中き 早咲き 咲中き 早咲き 咲中き 咲中き 数体異 咲中き 数体異 咲き中 咲中き 咲中き数体異
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四 困 四 0 四
-::r 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 号番一
一 九 八 七

..J.... 

五 四 一
。

一 一
/'¥ 

一

白 玉 十 早 銀 狩 大 羽 衆 藤 タ 村 青E 古

節 花
ー」ー. 乙 抄 手口 曙 指 の/、

の ロロロ

雲 舞 夜 女 灘 衣 衣 衣 誉 波 霧 雨 巻 種

純色白 薄草色 は式とき 地に白 薄紫色 紅紫地 じら地自 権5藤喜民。襲地 紫地
れに

で の る紅 に 白

大空 で 緬縮地 白 。砂 濃 筋 で色
お の 子 b 、 カ3 見で

示額 お の に地 筋 入
、~. 、

」

浮 ら 。し で 筋 吹 作はひの t゚ る た花 花
ぶ 。カミ か で 互 カ3 か 少

、

え全

雲白 入
、

u 、 てい 、縮り 入 け 。り

z主主z し 自 の体
り 垂 筋カ白ミ り lま 砂 入 の あが

連想を れ れ 重 る。 緬地 丸
カミ 子 る さ

大き る る な し 絞
。

め
。

入 ザつ で
肩

で り 。 u 、 弁 る
さ 波をく

花 し、 る て 大 なと 、

で 質 よ らが
せ

lま か
。

大き き 全 美 重 厚 会 しる
る さ

涼 く 互り 体 し な く レ冒E感じ
弁

。

打 生垢もE 味を く 垂 し、 り 垂 色

性高 てコ
、、

垂 れ
b 、

ほ
。

大 れ のカ3 で
て
群生

そ れ る
よ の や き 花 大

で 垂 感な そ る
。

ぼ や く く
。

き
強 れ 感る

。 く
の 厚 垂 し、 く

u 、 る し じ 重な と 弁 れ
。

垂
。

すて作やり を じ し で る 比 れ
持 で

dコ

た し
。

較作的 る
つ ゆ

て も 'つ
。

美 'つ
垂

の 力、

れ
11¥ し た る

カ2 り り
。 し、 り 。 感 し や

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
" 純自 監重

11 色薄紅紫 陸島EZ f1 入る地自 H 紫色紅 f1 薄紅 紅紫 f1 霊 H 藤紫色基皇 . . 
色

藤牡
色 H 色 芯鉾

で 霊 で 紅紫中 色桃桃色 少
JL.¥ の 丹 し の
濃 で 霊糸 の 濃 tま
u 、 立 筋カミ b 、 か

性 し

作

H f1 H 11 f1 H H 11 H f1 H H H 
出

EI 
年

代 l

咲中き 咲き中 咲中き 咲中き 咲中き 咲中き 咲中き 咲中き 咲き中 が 咲き中体数異 そ

" 、、
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五 玉 五 五 玉 五 玉 五
)'¥ 七

司.._

玉 四 一 一 一ノ、

一 一

鱒 浪 朝 花 薄 君 春 桜

の 花 日 カ3

友 津 空 司 霞 代 雨 狩

薄 美 紅紫地 色桃 霊薄 地白 明 色桃し、 し る

紫地青
b 、 u 、

桃色 tこ 紫紅色 iこ 砂紅 感 白
白 自 じ の
b 、 の 子が の 震濃 細 筋が の 斑 紫色、、 し、 筋が カミ か

紫 紅筋が 入 入 カh で 入
の る 入 る る

、

る

筋カミ
。

り
。 。

基
。

入 特 大 部が 桜花入 る 7丸* きる 早咲き く ややぽ の
。

性高 で 波 満開よ よ 打をく で で く カ為 を
目 作やり 垂 4つ し 思
立 群生 れ て なと わ
つ る 垂 せ
花 す し 。

れ る る
で b 、

て
る

。

よ
あ

。

作品す
。

なフる
。

可愛
し 、

、、

種 花
。

. . . . . . . . . . . . . . . . 
濃し、 濃v¥ 11 色桃 H 薄藤

H 薄色桃 H 薄色青 H 地白 H 藤紫色 11 桃色

隷色色 紅紫ぼ 紅砂
で か 子
垂 し
れ
る

H 11 11 H H 11 空き昭己i 九

早I 咲き 咲中き 咲中き 遅咲き 咲中き 咲中き
. 
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, , 

五
。

五

十

鈴
) 11 

地白

薄

色水く
ヵ=
か
か
る
。

性両
で

作り
やす
b 、
。

. . 
H 地自

薄桃カ3
か
7Jl 
る

11 

咲中き

四
九

落

葉

衣

白
地

薄青色
の
吹
カ=
~t 
と
な

垂り

れ咲き
で

、

さ

やわ
tJ~ 

な
感
じ
の
花

. . 

員紫』がこ 品紫にの
か需糸か
る

11 

咲中き体異数
L 

四 四
八 七

雪 青

月

花 柳

明 地白
る
b 、

藍色藤紫 筋入
の 砂り絞

なりと 子
の

縮緬地り

縮緬哲やや
で
大
き
く
垂
れ

な る
る

。

。

. . . . 
11 襲色 H 紫藤

紫筋
入
lJ 

P年明-2 年 11 

咲中き 咲中き

四 四 四
ノ、 玉 四

涼 酒 伊

中
勢
の

波 花 海

地白 自 白
地 地

淡 赤紫 長
し、 の

藤色 の 淡濃砂
カ2

子絞り の
カ= i| 台、

り で

濃 美し
b 、 く
藤 カ2

の 大き 入

筋が る
く

。

入 垂 緬地縮る れ
。

る
。

で
よ
く
垂
れ
る
。

. . . . . . 
淡重i色喜色 H 地自11 V 、

色藤 紫lこ
自 の
の 絞り
糸霊

11 11 H 

咲き中 咲中き 咲中き



松
阪
菊
に
つ
い
て

松
阪
菊
は
、
嵯
峨
菊
・
江
戸
菊
・
肥
後
菊
と
共
に
古
い
歴
史
を
持
つ
こ
と
か

ら
一
般
に
「
古
典
菊
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

松
阪
菊
に
は
二
系
統
が
あ
っ
て
、
俗
に
大
輪
型
と
、
中
輪
型
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
由
来
を
異
に
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
伊
勢
菊
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
中
輪

菊
の
こ
と
で
、
松
阪
糸
菊
と
言
わ
れ
た
大
輪
菊
の
有
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

-
大
輪
型
松
阪
菊
の
由
来

大
輪
型
松
阪
菊
は
、
元
松
阪
糸
菊
と
も
言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
初
め
て
作

出
さ
れ
た
の
は
、
一
八
三
O
年
頃
、
松
阪
殿
町
に
住
ん
で
い
た
菊
愛
好
家
の
木

下
藤
八
氏
に
依
る
も
の
で
、
毎
年
実
生
に
よ
り
幾
多
の
新
品
種
を
作
出
栽
培
し

て
、
開
花
期
に
は
、
江
州
か
ら
京
都
方
面
に
迄
も
、
こ
の
菊
を
墨
塗
り
の
入
れ

子
の
箱
に
収
め
、
そ
の
花
を
見
本
と
し
て
、
菊
苗
の
販
売
を
も
行
わ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
大
輪
型
松
阪
菊
保
存
育
成
の
経
過

そ
の
後
、
松
阪
中
町
の
脇
田
藤
助
氏
が
こ
の
菊
を
譲
り
受
け
、
熱
心
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
八
九
三
年
(
明
治
二
十
六
年
)
三
月
二
十
九
日
の
松

阪
大
火
の
時
、
大
部
分
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
多
年
の
丹
精
と
苦
心
も
文
字
通

り
灰
憧
に
帰
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
当
時
、
他
に
も
本
種
の
栽
培
者
が
あ
り
、
中
で
も
特
に
松
阪
三

珍
花
の
愛
好
家
で
、
新
座
町
の
長
林
堅
三
郎
氏
や
津
市
の
坪
内
為
三
郎
氏
な
ど

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
本
種
の
全
滅
を
免
れ
、
丹
精
の
甲
斐
あ
っ
て
こ
の
菊

だ
け
の
H

菊
花
展
覧
会

s
を
盛
大
に
催
さ
れ
た
程
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
治
の
初
期
か
ら
中
期
迄
が
こ
の
菊
の
全
盛
期
で
、
そ
の
後
は
華

や
か
な
厚
物
菊
や
濃
艶
な
管
物
菊
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
松
阪

菊
は
繊
細
で
る
い
弱
な
性
質
の
た
め
少
数
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

一
九
二
一
年
(
大
正
十
年
)
九
月
、
宮
内
省
か
ら
松
阪
菊
栽
培
状
況
に
つ
い

て
松
阪
へ
視
察
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、
優
秀
な
も
の
が
殆
ど
減
少
し
て
い
ま
し

た
が
、
幸
い
日
野
町
の
前
川
吉
次
郎
氏
、
津
の
宇
野
常
吉
氏
、
坪
内
為
三
郎
氏

ら
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
特
に
前
川
氏
が
確
実
な
大
輪
菊
十

数
品
種
(
花
震
・
糸
の
海
・
高
麗
錦
・
雲
井
・
玉
の
興
・
竜
田
錦
・
赫
無
双
・

嬉
野
・
山
彦
な
ど
)
を
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
時
の
書
類

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
七
一
年
(
昭
和
四
十
六
年
)
一
月
、
「
松
阪
三
珍
花
の
会
」
が
発
足
し

た
時
、
三
重
大
学
教
授
富
野
耕
治
氏
か
ら
大
輪
菊
古
花
と
し
て
「
美
香
」
「
糸

錦
」
の
苗
を
譲
り
受
け
て
栽
培
し
、
毎
年
十
一
月
中
旬
に
は
、
松
阪
市
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
て
中
輪
菊
と
併
せ
て
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
五
年
(
昭
和
六
十
年
)
に
は
、
会
員
の
努
力
に
よ
っ
て
実
生
か
ら
新

品
種
「
松
阪
紅
要
」
「
松
阪
茜
」
「
松
阪
糸
紫
」
が
作
出
さ
れ
ま
し
た
。

-13 ー

-
大
輪
型
松
阪
菊
の
特
徴

一
、
花
弁
は
針
管
、
或
は
響
弁
で
長
さ
十
五
糎
内
外
。

二
、
弁
先
は
玉
巻
な
し
の
延
切
弁
で
露
心
型
。

三
、
咲
き
か
け
が
独
特
の
渦
巻
状
で
、
ほ
ぐ
れ
る
よ
う
に
開
花
す
る
。

四
、
葉
は
長
葉
で
深
切
れ
の
も
の
が
多
く
、
茎
も
概
し
て
細
い
。

玉
、
優
雅
で
繊
細
な
た
め
、
全
体
に
弱
い
。

六
、
花
期
は
普
通
菊
よ
り
も
や
や
遅
咲
き
。



-
中
輪
裂
松
阪
菊
の
由
来

一
四
一
二
年
(
応
永
十
九
年
)
、
南
朝
の
後
胤
小
倉
王
が
京
都
嵯
峨
村
亀
山

御
殿
に
居
ら
れ
た
頃
、
伊
勢
の
国
司
・
北
畠
光
雅
氏
が
こ
の
種
を
拝
領
し
て
伊

勢
の
国
に
持
ち
帰
り
、
培
養
の
結
果
本
種
が
作
り
出
さ
れ
た
と
言
う
説
と
、

ま
た
、
京
の
都
よ
り
差
し
遣
わ
さ
れ
た
伊
勢
神
宮
の
斎
女
(
い
っ
き
め
)
た

ち
が
、
折
々
の
手
す
さ
び
に
京
か
ら
取
り
寄
せ
て
植
え
た
の
が
、
伊
勢
の
風
土

に
馴
れ
て
次
第
に
改
良
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
原
種
の
嵯
峨
菊
が
、
松
阪
の
気
候
風
土
と
栽
坤
宣
告
の
研
究
努
力
に
よ
り
現

在
の
よ
う
な
見
事
な
品
種
が
作
出
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

-
中
輪
型
松
阪
菊
保
存
育
成
の
経
過

一
八
四
五
年
(
弘
化
二
年
)
仁
孝
天
皇
の
御
代
に
は
、
前
記
の
木
下
藤
八
氏

が
実
生
で
以
て
多
く
の
新
花
を
作
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
阪
、
伊
賀
地
方
に
於
い
て
多
く
栽
培
さ
れ
、
一
八
六
七
年
(
慶

応
三
年
)
噴
か
ら
毎
年
開
花
期
に
は
津
域
内
へ
納
め
ら
れ
て
、
城
主
藤
堂
氏
の

庇
護
の
も
と
に
観
菊
の
宴
を
も
た
れ
、
特
に
こ
の
菊
を
愛
し
観
賞
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

明
治
、
大
正
の
頃
に
は
、
宮
内
省
の
観
菊
会
に
松
阪
菊
の
花
壇
が
組
ま
れ
て

観
賞
さ
れ
、
伊
勢
地
方
に
於
い
て
は
、
松
阪
の
長
林
堅
三
郎
氏
、
前
川
吉
次
郎

氏
、
津
の
宇
野
常
吉
氏
、
坪
内
為
三
郎
氏
な
ど
の
熱
心
な
愛
好
者
が
出
て
栽
培

が
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
わ
が
国
に
於
け
る
菊
の
科
学
研
究
に
大
き

な
業
績
を
残
さ
れ
た
、
丹
羽
鼎
三
博
士
が
三
重
墨
両
等
農
林
学
校
在
職
中
に
、

松
阪
菊
の
品
種
を
松
阪
や
津
か
ら
集
め
て
実
生
栽
培
を
重
ね
て
優
良
品
種
多
数

を
選
出
さ
れ
、
改
良
に
努
力
さ
れ
た
結
果
沢
山
の
品
種
を
作
出
さ
れ
、
三
重
号

な
る
名
称
で
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
、
大
輪
型
松
阪
菊
と
区
別
す
る
た
め
中
輪

型
を
伊
勢
菊
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
九
二
八
年
(
昭
和
三
年
)
十
一
月
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
伊
勢
神
宮
御
参

拝
の
朝
、
行
在
所
に
丹
羽
氏
が
奉
納
し
た
本
種
を
特
に
御
嘉
賞
遊
ば
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
、
翌
年
五
月
に
は
、
本
種
四
十
五
種
を
特
に
選
ん
で
宮
中
に
献
上
せ

ら
れ
、
毎
年
新
宿
御
苑
で
栽
培
さ
れ
開
花
期
に
は
花
壇
が
組
ま
れ
て
一
般
の
参

観
に
も
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

戦
時
中
の
混
乱
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
品
種
は
殆
ど
散
逸
し
、
戦
後
は
見
る
影

も
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
松
阪
の
愛
培
家
で
殿
町
の
中
井
喜
平
氏
、
立
野

町
の
岡
村
金
蔵
氏
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
僅
か
乍
ら
残
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

又
三
重
大
学
に
て
は
、
郷
土
の
自
然
文
化
財
復
興
保
存
の
た
め
、
松
阪
附
近

を
は
じ
め
、
新
宿
御
苑
、
明
石
公
園
な
ど
か
ら
残
存
の
品
種
を
集
め
、
郷
土
の

文
化
財
と
し
て
、
富
野
教
授
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
品
種
の
保
存
と
、
新
品
種

の
育
成
に
苦
心
を
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
、
陛
下
の
三
重

県
御
巡
幸
に
あ
た
り
、
大
学
構
内
に
菊
花
壇
を
作
り
御
覧
に
い
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。一

九
五
二
年
(
昭
和
二
十
七
年
)
、
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
中
輪
菊
を
伊

勢
菊
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

一
九
七
O
年
(
昭
和
四
十
五
年
)
、
松
阪
市
立
公
民
館
に
於
い
て
、
郷
土
植

物
の
復
興
の
た
め
園
芸
講
座
を
開
設
、
菊
の
講
師
に
岡
村
金
蔵
氏
と
中
井
喜
平

氏
を
依
頼
し
て
、
翌
年
一
月
に
「
松
阪
三
珍
花
の
会
」
が
発
足
し
、
菊
苗
を
三

重
大
学
や
明
野
高
校
か
ら
譲
り
受
け
て
ご
指
導
を
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
井
喜
平
氏
が
育
成
し
て
お
ら
れ
た
品
種
(
初
霜
、
桃
山
、
狸
々
、

花
霞
、
初
姿
な
ど
十
品
種
)
を
、
幸
い
に
し
て
小
黒
田
町
の
小
林
字
氏
が
引
き

継
い
で
保
存
し
て
お
ら
れ
た
の
を
、
昭
和
六
十
三
年
に
全
部
譲
り
受
け
名
実
共
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に
本
種
の
育
成
に
努
め
た
結
果
、
漸
く
昔
の
面
影
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
、

こ
の
歴
史
あ
る
優
雅
な
古
典
菊
と
し
て
毎
年
十
一
月
に
は
公
民
館
の
協
力
を
得

て
松
阪
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
て
大
輪
菊
と
併
せ
て
百
五
十
鉢
程
の

盛
大
な
展
示
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
三
年
(
昭
和
五
十
八
年
)
、
東
京
農
業
大
学
図
書
館
職
員
・
杉
本
秀

健
氏
が
来
訪
さ
れ
て
、
松
阪
菊
の
観
賞
を
し
て
行
か
れ
、
翌
年
三
月
、
同
大
学

図
書
館
よ
り
「
新
宿
御
苑
に
於
け
る
和
菊
の
伝
統
的
栽
培
法
写
真
図
説
」
五
巻

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
五
年
(
昭
和
六
十
年
)
、
世
界
文
化
社
か
ら
十
一
月
に
発
行
さ
れ
た

「
家
庭
画
報
」
別
冊H
茶
花
暦
s
シ
リ
ー
ズ
(
七
)
に
、
古
典
菊
と
し
て
握
峨

菊
、
江
戸
菊
、
肥
後
菊
と
共
に
伊
勢
菊
十
九
品
種
の
写
真
が
詳
し
い
説
明
付
き

で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
六
年
(
昭
和
六
十
一
年
)
、
横
浜
菊
花
会
会
長
・
内
田
考
一
氏
よ
り

依
頼
を
受
け
、
菊
苗
十
種
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
横
浜
の
銘
司
三
渓
園
s
に

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
菊
花
展
に
、
「
古
典
菊
の
部
」
と
し
て
伊
勢
菊
・
嵯

峨
菊
・
肥
後
菊
の
帯
仕
立
て
を
展
示
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

一
九
八
七
年
(
昭
和
六
十
二
年
)
、
「
名
古
屋
城
菊
花
大
会
四
十
周
年
記
念
」

事
業
と
し
て
、
全
国
有
名
菊
特
別
花
壇
展
に
古
典
菊
と
し
て
参
加
の
依
頼
を
受

け
、
会
員
の
二
十
四
鉢
を
出
品
し
ま
し
た
。

一
九
八
八
年
(
昭
和
六
十
三
年
)
、
「
全
国
都
市
緑
化
な
ご
や
フ
ェ
ア
」
全

国
有
名
菊
花
壇
展
に
も
依
頼
を
受
け
、
三
十
二
鉢
を
名
城
公
園
へ
出
品
し
ま
し

た
。同

年
、
N
H
K

「
趣
味
の
園
芸
」
十
一
月
号H
伝
統
の
菊
を
訪
ね
て
s
の
コ

ー
ナ
ー
に
、
肥
後
菊
・
嵯
峨
菊
・
江
戸
菊
と
共
に
伊
勢
菊
の
珍
妙
な
花
の
芸
が

優
雅
な
世
界
に
誘
う
と
し
て
七
枚
の
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
(
平
成
六
年
)
、
宮
崎
陽
華
会
副
会
長
・
全
日
本
菊
花
連
盟
公

認
審
査
員
・
上
村
進
氏
が
、
「
菊
作
り
名
人
奥
義
」
全
三
巻
を
発
刊
さ
れ
る
に

当
り
、
松
阪
菊
の
取
材
と
写
真
撮
影
の
た
め
来
松
さ
れ
、
松
阪
菊
展
も
観
賞
し

て
行
か
れ
ま
し
た
。

-
中
輪
型
松
阪
菊
の
特
徴

一
、
花
、
茎
、
葉
共
に
や
や
小
型
で
中
輪
型
に
属
す
る
。

二
、
花
弁
は
撚
れ
管
状
に
見
え
る
平
弁
で
、
咲
き
始
め
は
独
特
の
渦
巻
状
に

な
る
も
の
が
多
い
。

三
、
弁
先
が
、
裂
け
る
、
巻
き
込
む
、
何
本
か
に
分
岐
す
る
、
そ
れ
ら
が
混

じ
り
合
う
な
ど
、
変
化
に
富
む
咲
き
方
を
す
る
。

四
、
花
弁
は
長
く
、
大
部
分
の
花
が
縮
れ
て
垂
れ
下
が
り
、
知
何
に
も
繊
細

な
感
じ
が
強
い
。

玉
、
色
彩
は
鮮
明
で
、
白
、
黄
、
樺
、
桃
、
紅
な
ど
の
無
地
の
も
の
の
他
に

咲
き
分
け
、
ぼ
か
し
な
ど
変
化
が
多
い
。

六
、
葉
は
深
切
れ
で
、
小
さ
い
切
れ
込
み
の
多
い
も
の
が
あ
る
。

七
、
花
期
は
秋
菊
と
し
て
は
遅
咲
き
で
十
一
月
上
旬i
中
旬
。

花
型
を
大
別
す
る
と

て
花
弁
の
垂
下
の
著
し
い
垂
れ
咲
き
。

二
、
割
合
に
垂
れ
方
の
少
な
い
平
咲
き
。

三
、
花
弁
の
先
端
が
巻
き
込
む
玉
巻
き
咲
き
。

四
、
弁
先
の
大
部
分
が
裂
け
た
平
弁
の
裂
け
弁
咲
き
。

玉
、
芯
が
露
出
の
著
し
い
露
芯
咲
き
。

以
上
の
よ
う
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
全
般
的
に
見
て
、
ど
の
花
型
で
も
本
種
の

特
性
で
あ
る
垂
下
性
が
現
れ
、
開
花
の
進
行
に
つ
れ
て
独
自
の
風
情
を
表
現
し
、
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e

色
彩
的
に
も
一
段
と
美
し
く
な
り
大
別
す
る
の
が
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

-
中
輪
型
松
阪
菊
の
仕
立
て
方

\
一
茎
一
輪
を
原
則
と
す
る

第
2

回
芽
摘
み
の
時
期

人づくり(中幹種)

9 月!日

地，仕立て方~天，

120 

130 
cm 

V 

中
鉢
と
大
鉢
に
移
植
し
た
と
き
に
は

必
ず
殺
虫
剤
、
殺
菌
剤
を
散
布
し
施

肥
を
行
う
。
施
肥
止
は

8

月
お
日7

寸
鉢
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必
ず
支
柱
を

立
て
る

第
l

回
芽
摘
み

7 月下旬に

本鉢に移植

2
 

1

1

1

1

1

i

l

-

ｭ

i
l
1
2
1
1
1
1
1
1
1
 



一 番号
四

系色白帯黄 系 色 白 中

連 淡 雪 白 白 高 白 雪 白 自 残 友 白 初 輪

1師 の
滝

白
糸 ロロロ

の の 種
子 雪 朝 ，鳥 流 砂 滝 山 鷺 翁 雪 髪 滝 霜

花古 会 花古 花古 花古 花古 花古 そ
員 咲き の
の 他
花新

--17--

松
阪
菊
の
品
種
に
つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
現
在

机
w
w町
駅
-
ニ
弘
助
ワ
十
佑
加
味
+
仔
ム
京
市
問
中
骨



番
号

一
五

二
八

中

輪

黄色系樺色系桃色系

苦し玉寿ま臣タ浜日阿酔桃佳
人
の
笑

舞春酔
ロ
ロロ

種
れの千の漕の

糸章宝光映，鳥出浦京己山姿雨合臣

け
嘩

・
無
芯
型

H
陸
隠
しV

.
無
芯
型

川
陸
慢
しV

.
露
芯
型

円
陸
慢
しV

.
露
芯
型

円
陸
怜
時

・
露
芯
型

H
陸
長
h
r

.
露
芯
型

円
陸
慢
しr

.
無
芯
型

門
医
隠
しV

.
被
芯
型

川
陸
慢
しr

.
被
芯
型

-
被
芯
型

u 、L 、

事li
古
花

古
花咲

き
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番
号

二
九

四
0 

四四

中

輪

系色混色紅紅色系

陽渥花初初暁紅花紅紅紅

品

種
春々霞桜姿来工王守鶴

珊

瑚葉

咲
分
一
源
幾
代
の
春

咲

御
城
6

の
錦

平

検

-
芯

H
匡

・
被
芯
型

-
被
芯
型

襲警整
型降、型

被塞被
+←同軍→←
.C;、ほ疋 IC"

型降、型

-
露
芯
型

-
露
芯
型

-
露
芯
型

-
露
芯
型

被臣室無
芯長芯
型レ型

-
露
芯
型

一
湿
い

討

中

主I~
他

古
花

古
花

古
花

古
花

会
員
の
新
花

古
花

漣
峡
港

会
員
の
新
花
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五 四 四 四四 番号。 九 )¥ 七六
四 四 四 番号
五 四 ー

一

大 中

松松松糸美 輪

阪
阪

阪 ロロロ

糸 紅 種
紫 茜 宴 錦 香

設 御 御
輪

城 城 ロロロ
の

壁白 の の 種
愛 桜

咲きき 紅紫色 ある茜色きき.で

るで 弁持錦lの 弁は中と美し Iま

響 交軍E響の
の

現

在

H 11 検

玉 る。 弁先
盆E よ弁先 花 言サ 花

し

棄ま
。の玉

の 玉無

警乱れ主巻き
伸び 無し

し
切 出

の他本咲かき弁とり る
味わ菊の 本カ3

る込
、

。み な 伸び
し、にほけ
のはぐは 弁

と る
れる渦巻な

。

切
る 茎 弁り よ状。

カ2

茎 特 なと
うで

カ2

短 咲し
伸び る

u、
。 いく

過ぎ の
て

カ2 行姿く 毎に日
る 難点
の

はー
と で 、

中

弁

. . . . . . . 
茎a五ーE露•,t+ d、 露芯 露+dI4• 、 +露dld+、・. . 
い型 型 型 型 茎;z、

. . 
陸芯

会 花古 花古 そ l
員

の
H H の 他

新花

会 そ
員

の
11 11 の 他

新花
----'--
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松
阪
三
珍
花
保
存
会
の
あ
ゆ
み

-
松
阪
三
珍
花
と
の
出
会
い

昭
和
四
十
四
年
正
月
、
松
阪
市
立
野
町
の
岡
村
金
蔵
先
生
か
ら
頂
い
た
年
賀

状
に
、
中
学
校
長
退
職
後
は
松
阪
三
珍
花
を
研
究
・
育
成
し
て
い
る
と
記
さ
れ

て
あ
り
ま
し
た
。
松
阪
に
そ
ん
な
立
派
な
花
が
あ
る
事
を
初
め
て
知
っ
た
私
は
、

昭
和
四
十
二
年
発
刊
の
「
三
重
県
の
文
化
財
」
を
は
じ
め
、
松
阪
市
社
会
教
育

課
に
あ
る
資
料
や
図
書
館
の
書
籍
な
ど
を
色
々
閲
覧
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

松
阪
三
珍
花
が
徳
川
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
松
阪
発
祥
の
銘
花
で
あ
る

事
を
、
改
め
て
認
識
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

-
公
民
館
講
座
の
開
設

昭
和
四
十
五
年
、
私
は
当
時
松
阪
市
立
公
民
館
に
在
職
中
で
し
た
の
で
、
公

民
館
講
座
に
「
松
阪
三
珍
花
・
園
芸
講
座
」
を
開
講
す
る
事
を
提
案
し
ま
し
た
。

話
は
順
調
に
進
ん
で
、
講
師
を
撫
子
H

間
村
金
蔵
氏
、
花
菖
蒲
H

青
木
清
次
郎

氏
、
菊
H

中
井
喜
平
氏
に
依
頼
し
て
開
講
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
(
募
集

人
員
四
十
名
)

同
年
、
三
重
県
は
花
菖
蒲
を
数
あ
る
銘
花
の
中
か
ら
県
花
に
決
定
し
ま
し
た
。

花
菖
蒲
を
県
民
の
象
徴
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
由
緒
あ
る
伝
統
に
基
づ
く
も
の

と
恩
わ
れ
ま
す
。

ま
た
同
年
、
松
阪
市
は
青
木
清
次
郎
氏
宅
の
松
阪
花
菖
蒲
を
市
の
天
然
記
念

物
に
指
定
し
て
煩
徳
碑
を
建
立
し
、
松
阪
市
長
・
吉
田
逸
郎
の
名
で
碑
文
に
そ

の
功
績
を
讃
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
県
や
市
が
、
時
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
松
阪
花
菖
蒲
の
伝
統
に

着
目
し
、
そ
の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
下
さ
っ
た
事
は
、
あ
な
が
ち
偶
然
と
は

言
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
、
私
に
は
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

-
公
民
館
文
化
グ
ル
ー
プ
発
足

翌
四
十
六
年
、
講
座
に
出
席
さ
れ
た
方
々
の
要
望
に
よ
っ
て
、
文
化
グ
ル
ー

プ
が
新
発
足
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
早
速
三
重
大
学
教
授
・
農
学
博
士
富
野

耕
治
先
生
の
講
演
会
を
開
催
す
る
と
同
時
に
グ
ル
ー
プ
の
名
称
を
「
松
阪
三
珍

花
の
会
」
と
し
て
会
則
を
定
め
、
初
代
会
長
に
石
田
小
壱
氏
、
講
師
に
岡
村
金

蔵
氏
(
数
年
後
に
逝
去
の
た
め
後
任
に
池
部
和
夫
氏
に
依
頼
)
、
篠
田
晴
二
郎

氏
を
迎
え
て
本
格
的
な
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

そ
し
て
三
花
の
苗
の
う
ち
、
撫
子
と
菊
は
、
三
重
大
学
、
明
野
高
校
及
び
岡

村
金
蔵
氏
か
ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
花
菖
蒲
は
青
木
清
次
郎
氏
か
ら
石
田
会
長

に
品
種
保
存
の
依
頼
も
兼
ね
て
ニ
十
数
品
種
を
譲
り
受
け
、
更
に
新
花
を
清
水

武
夫
氏
か
ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。

翌
四
十
七
年
三
月
九
日
、
青
木
清
次
郎
氏
は
闘
病
生
活
の
効
も
無
く
、
一
生

を
懸
け
て
守
り
続
け
て
来
た
花
菖
蒲
の
将
来
を
案
じ
乍
ら
七
十
四
才
に
て
逝
去

さ
れ
、
そ
の
後
は
嗣
子
の
良
平
氏
が
亡
父
の
遺
志
を
継
い
で
現
在
も
立
派
に
保

存
育
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
「
松
阪
三
珍
花
の
会
」
は
、
市
教
育
委
員
会
よ
り
松
阪
三
珍
花
保
存

の
指
定
を
受
け
、
会
の
名
称
も
「
松
阪
三
珍
花
保
存
会
」
と
改
め
て
藷
に
名
実

共
に
現
在
の
保
存
会
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
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-
耕
阪
市
史
に
旬
厳

松
阪
三
珍
花
の
由
来
や
特
性
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
発
刊
松
阪
市

史
第
一
巻
自
然
篇
、
昭
和
五
十
四
年
発
刊
松
阪
市
史
第
六
巻
文
化
財
篇

に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。



-
緑
化
活
動

「
松
阪
三
珍
花
保
存
会
』
は
緑
化
活
動
や
展
示
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

来
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
、
市
制
四
十
五
周
年
・
松
阪
開
府
三
百
九
十
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、
花
菖
蒲
苑
の
造
成
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
会
員
を
は
じ
め

市
民
の
方
々
か
ら
花
菖
蒲
の
苗
約
三
千
株
の
ご
寄
贈
を
頂
い
て
、
中
部
台
運
動

公
園
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
る
植
込
み
作
業
が
行
わ
れ
、
見
事
な
花
菖
蒲
苑
が

お
目
見
得
し
ま
し
た
。
毎
年
六
月
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
揃
っ
て
訪
れ

る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
、
市
制
五
十
周
年
に
は
、
市
民
の
希
望
者
に
撫
子
の
種
子
や

花
菖
蒲
、
菊
の
苦
な
ど
の
配
布
を
行
な
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
「
名
古
屋
城
菊
花
大
会
四
十
周
年
記
念
」
全
国
有
名
菊
特
別

花
壇
展
に
二
十
四
鉢
、

昭
和
六
十
三
年
「
全
国
都
市
緑
化
な
ご
や
フ
ェ
ア
」
全
国
有
名
菊
花
壇
展
に

三
十
二
鉢
を
そ
れ
ぞ
れ
名
城
公
園
へ
出
品
し
ま
し
た
。

平
成
五
年
、
翌
年
開
催
の
ま
つ
り
博
三
重
叫
に
出
品
の
為
、
三
重
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
へ
撫
子
と
菊
の
首
を
提
供
し
て
、
ま
つ
り
博
の
期
間
中
『
伊
勢
の

伝
統
ソ
l

ン
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

-
残
杏
品
種
の
蒐
集
に
努
め
る

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
十
年
間
に
盲
一
っ
て
会
員
の
技
術
指
導
と
苗
の
配
布
に

努
力
し
て
頂
い
た
石
田
会
長
が
病
気
の
為
引
退
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任

選
び
に
力
を
尽
く
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
適
当
な
方
が
無
く
当
惑
し
て
お

り
ま
す
う
ち
、
私
に

・
:
と
の
御
指
名
を
受
け
ま
し
た
。
病
弱
で
も
あ
り
到
底
そ

の
器
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
再
三
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、
結
局
二
代
目
会
長

を
お
引
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機
に
前
会
長
か
ら
受
け
継
い

だ
品
種
を
基
に
残
存
品
種
の
蒐
集
に
努
め
る
こ
と
に
カ
を
注
ぎ
、
松
阪
を
は
じ

め
津
・
一
志
郡
・
安
芸
郡
・
大
阪
な
ど
各
方
面
の
愛
好
家
か
ら
数
多
く
の
品
種

を
譲
り
受
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
松
阪
花
菖
蒲
は
古
花
五

十
種
、
新
花
百
種
。
松
阪
菊
は
古
花
・
新
花
を
合
わ
せ
て
五
十
種
を
保
存
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

松
阪
撫
子
は
株
の
保
存
が
難
し
い
の
で
、
毎
年
優
秀
な
品
種
を
選
別
し
て
慎

重
に
種
子
を
取
り
、
保
存
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
花
色
も
多
種
類
に
及

び
、
花
弁
も
長
い
も
の
は
十
五
糎
か
ら
二
十
糎
も
垂
れ
下
が
る
も
の
も
あ
っ
て
、

会
員
全
体
が
優
秀
な
品
種
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
程
に
な
り
ま
し
た
。

-
松
阪
発
祥
の
銘
花
と
し
て
全
国
的
に
脚
光
を
浴
び
る

肥
後
・
江
戸
・
嵯
峨
な
ど
古
く
か
ら
存
在
す
る
保
存
会
に
一
歩
遅
れ
て
誕
生

し
た
「
松
阪
三
珍
花
保
存
会
」
で
す
が
、
会
員
の
方
々
の
二
十
数
年
の
努
力
に

よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
や
市
勢
要
覧
・
N
H
K

趣
味
の
園
芸
・
家
庭
画
報
な
ど
で
紹

介
さ
れ
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
全
国
各
地
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
相
次
い
で
、
展
示
会
に
は
県
内
は
勿
論
、
愛
知
・
静
岡
・
神
奈
川
・

大
阪
・
兵
庫
・
宮
崎
な
ど
の
各
府
県
か
ら
も
鑑
賞
に
訪
れ
て
下
さ
る
方
々
が
あ

っ
て
、
三
珍
花
が
松
阪
発
祥
の
銘
花
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け
を
、
は
っ
き
り

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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-
今
後
の
課
題

長
い
草
月
、
門
外
不
出
と
し
て
特
定
の
人
か
ら
人
へ
、
コ
ツ
コ
ツ
と
古
花
の

品
種
保
存
が
さ
れ
て
来
た
事
は
、
松
阪
に
と
っ
て
本
当
に
幸
い
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
会
と
し
て
保
存
育
成
し
て
行
く
だ
け
で
な
く
市
民
の
方
々
が



こ
ぞ
っ
て
三
珍
花
を
愛
し
慈
し
み
育
て
て
下
さ
っ
て
、
松
阪
の
誇
り
の
一
つ
に

し
て
頂
き
た
い
も
の
と
願
い
乍
ら
、
こ
れ
か
ら
も
尚
一
層
の
努
力
を
続
け
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
展
一
歪
冨

「
松
阪
三
珍
花
保
存
会
」
で
は
、
毎
年
展
示
会
を
行
な
い
、
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

松
阪
撫
子
五
月
下
旬

松
阪
花
菖
蒲
六
月
中
旬

松
阪
菊
十
一
月
上
旬

展
示
会
は
い
ず
れ
も
、
松
阪
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
前
広
場
(
松
阪
駅
よ
り

徒
歩
十
五
分
)
に
て
、
各
百
五
十
鉢
ほ
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

-
あ
と
が
き

平
成
三
年
四
月
、
十
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
会
長
を
引
退
い
た
し
ま

し
て
、
三
代
目
会
長
を
新
良
弘
氏
に
お
願
い
し
、
現
在
は
顧
問
と
し
て
お
手
伝

い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

尚
、
松
阪
三
珍
花
を
保
存
し
て
行
く
事
は
仲
々
大
変
な
事
で
す
が
、
松
阪
高

校
の
坂
部
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
、
松
阪
高
校
で
保
存
育
成
し
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
各
苗
を
分
譲
致
し
ま
し
た
。

左から石田前会長・篠田先生・池部先生を交じえて親睦会
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昭和58年1 月



昭和印年1 月 石田前会長に感謝状と記念品を贈る

全国有名菊特別花壇展
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昭和62年11 月 冨野先生(中央)を迎えて名城公園にて
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西

暦

年

号

松

阪

菊

伊

勢

菊

松
阪
花
菖
蒲

{
伊
勢
花
菖
蒲
)

松
阪
撫
子

(
伊
勢
撫
子
)

一
四
二
二
応
永
一
九
年

伊
勢
の
国
司
・
北
畠
光
雅
が
京
都
嵯

峨
村
、
亀
山
御
殿
に
居
ら
れ
た
南
朝

の
後
胤
、
小
倉
王
か
ら
種
を
拝
領
し

て
伊
勢
の
国
に
持
ち
帰
り
培
養
作
出

「
花
壇
細
目
」
花
菖
蒲
の
色
分
け
と

栽
培
法
挙
げ
る
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継
松
静
ノ

a

継
松
栄
治
か
ら
引
継
ぎ

野
口
才
吉
に
品
種
改
良
に
努
め
る

一
八
六
O

一
万
延
一
年



一
九
O
七

H

四
O
年

一
九
一
O
一
明
治
四
三
年

後
に
松
阪
系
の
改
良
、
栽
培
を
図
る

「
改
正
伊
勢
玉
蝉
花
名
鑑
」
に
百
五

十
五
品
種
名
を
記
す

\
、
長
林
堅
三
郎
新
座
町J

一
贋
田
稲
雄
津
市
一

f

竹
島
定
吉

H

に

吉
川
万
吉
一
津
の
井
関
謙
次
郎
の
甥
)

栽
培
を
始
め
改
良
を
図
る

野
口
才
吉
残

乾
達
二
(
久
保
町
に
住
む
)
古
文
書

と
共
に
全
部
引
継
ぐ

長
林
堅
三
郎
ノ
継
松
静
、
野
口
才
吉

常
吉
、
か
ら
引
継
ぐ

中
瀬
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西

暦

年

一
九
一
九
一
大
正
八
年

一
九
二
一

11 

一
O
年

一
九
二
二

11 

二
年

一
九
二
八
一
昭
和
三
年 号

松

阪

菊

伊

勢

宮
内
省
、
松
阪
へ
視
察

前
川
吉
次
郎
日
野
町

宇
野
常
吉
津
市

坪
内
震
三
郎

H

大
輪
菊
十
数
品
種
栽
培
を
確
認

丹
羽
鼎
三
(
三
重
高
農
)
大
正

4
3

昭

和
に
か
け
て
実
生
栽
培
か
ら
優
良
品

種
多
数
作
出

十
一
月
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
伊
勢

神
宮
御
参
拝
の
朝
、
丹
羽
鼎
三
、
本

種
を
奉
納
。

翌
年
四
十
五
種
宮
中
へ
献
上

毎
年
新
宿
御
苑
に
て
展
示

長
林
堅
三
郎
残

岡
村
金
蔵
(
立
野
町
)
ノ
な
ど
が

中
井
喜
平
(
殿
町
)
\
引
継
ぐ

菊

松
阪
花
菖
蒲

(
伊
勢
花
菖
蒲
)

松
阪
撫
子

(
伊
勢
撫
子
)
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乾
達
二
残

青
木
清
次
郎
(
久
保
町
)

引
継
ぐ

薮
重
雄
(
京
都
に
住
む
)
宝
鏡
寺
よ

-

り
譲
り
受
け
、
努
力
の
結
果
多
く
の

品
種
作
出

岡
村
金
蔵

長
林
堅
三
郎
か
ら
分
譲
さ
れ
栽
培

を
始
め
る

岡
村
金
蔵
(
立
野
町
に
住
む
)

長
林
堅
三
郎
か
ら
分
譲
さ
れ
栽
培

を
始
め
る

長
林
堅
三
郎
残

服
部
栄
次
郎
が
引
継
ぐ



津
村
兼
三
郎
(
本
町
}
J
[
t
?

一
ロ
ワ
剖
柑
明
ノ
、

服
部
栄
次
郎
、
、

肌
定R
7
4
引
針
。

一d
1

“

h
d
M
U
E

'
u

f
z
t
h
y
-
-

刊F
h
M
M

r
u
u

三
重
大
学
に
於
て
各
地
か
ら
収
集

富
野
耕
治
が
引
継
ぎ
品
種
の
育
成
に

努
め
新
品
種
作
出

更
に
三
重
大
学
の

富
野
耕
治
が
引
継
ぎ
多
く
の
新
品
種

作
出

一
九
七
O

一
九
七

一
九
七
七

一
九
七
九

H

四
五
年

県
は
花
菖
蒲
を
県
花
に
決
定

松
阪
市
は
青
木
清
次
郎
宅
の
松
阪
花

菖
蒲
を
天
然
記
念
物
に
指
定
、
煩
徳

碑
を
建
立

そ
の
二
年
後
に
青
木
清
次
郎
残

嗣
子
の
良
平
引
継
ぐ

H

四
六
年

松
阪
市
立
公
民
館
グ
ル
ー
プ

『
松
阪
三
珍
花
保
存
会
」
誕
生
で
、
松
阪
三
珍
花
の
保
存
育
成
に
努
め
現
在
に
至
る

H

五
二
年

松
阪
市
史
第
一
巻
・
自
然
篇
に
、
松
阪
三
珍
花
の
由
来
や
特
性
に
つ
い
て
記
載

H 

第
六
巻
・
文
化
財
篇
に
、

H

五
四
年

H 

H 
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